
１
日

２
日

３
日

５
日

６
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

15
日

17
日

18
日

19
日

20
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会　
（
蔵
之
元
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
伝
達
式
（
役
場
）

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
水
道
協
会
理
事
会
・
通
常
総
会（
鹿
児
島
市
）

県
水
道
整
備
促
進
大
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

幣
串
漁
具
倉
庫
落
成
式　
　
　
　
（
獅
子
島
）

副
町
長
退
任
式（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

九
州
地
方
整
備
局
と
の
意
見
交
換
会（
出
水
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

長
島
町
議
会
第
２
回
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

副
町
長
・
教
育
長
辞
令
交
付
式
・
就
任
式（
役
場
）

小
浜
海
水
浴
場
海
開
き　
　
　
　
　
（
小
浜
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
の
協
定
式　
（
役
場
）

北
薩
摩
観
光
連
絡
協
議
会
総
会　
（
出
水
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

農
政
連
い
ず
み
総
支
部
総
会　
　
（
出
水
市
）

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会
代
表
者
会
議
・
交
流
会

（
出
水
市
）

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会
現
地
視
察（
薄
井
）

国
保
連
合
会
正
副
理
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

国
保
連
合
会
理
事
会　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

認
定
こ
ど
も
園
指
江
落
成
披
露
式　
（
指
江
）

町
長
相
談（
役
場
・
指
江
庁
舎
・
蔵
之
元
公
民
館
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会（
阿
久
根
市
）

県
浄
化
槽
推
進
市
町
村
協
議
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

県
港
湾
協
会
総
会
・
懇
談
会　
（
鹿
児
島
市
）

人
権
擁
護
委
員
退
職
に
伴
う
法
務
局
長
表
彰
伝
達
式
（
役
場
）

赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
販
売
反
省
会
及
び
次

年
度
対
策
会
議　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

長
島
町
戦
没
者
追
悼
式（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

阿
久
根
市
消
防
団
長
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
祝
賀
会

　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

天
草
・
出
水
県
際
交
流
促
進
協
議
会
総
会

天
草
・
長
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
総
会
及

び
講
演
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
草
市
）

水
泳
記
録
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

平
尾
浜
漉
線
落
成
式　
　
　
　
　
　
（
平
尾
）

社
会
福
祉
協
議
会
町
長
と
語
る
会

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
　（
出
水
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

国
保
連
合
会
通
常
総
会　
　
　

国
保
連
合
会
臨
時
理
事
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

夏
祭
り
納
涼
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

あ
づ
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
８
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会

東
神
楽
町
と
の
交
流
会　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

介
護
保
険
事
業
策
定
委
員
会
委
嘱
状
交
付（
役
場
）

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
跡
地
活
用
協
議（
福
岡
市
）

７月

　世界中で愛されるクマのプー
さん。プーさんは本当にいたク
マでした。プーさんの生い立ち
を描く感動の絵本です。

　むかしあるところに、ノラネコぐん
だんがいました。ある朝、虹色に光る
貝がらを見つけたノラネコたち。この
事が大冒険の幕開けになるとは・・・

著　

工
藤
ノ
リ
コ

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
と

海
の
果
て
の
怪
物
」

文
　
リ
ン
ジ
ー
・
マ
テ
ィ
ッ
ク

「
プ
ー
さ
ん
と
で
あ
っ
た
日
」

［
短
歌
］

雲
破
れ
雨
滝
と
な
り
山
を
呑
む
瓜
跡
む
ご
し
天
を
ば
恨
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

月
一
の
楽
し
み
な
れ
ど
広
報
の
文
芸
欄
に
友
の
句
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

静
か
な
る
夜
更
け
に
い
つ
も
思
い
だ
す
庭
で
湯
あ
み
し
天

の
川
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

忽
然
と
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
は
咲
き
乱
れ
怒
る
が
如
く
炎
天

に
散
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

生
れ
来
て
何
時
か
は
此
之
世
去
る
成
る
や
思
え
ば
悲
し
い

哀
れ
成
る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

熊
蝉
の
声
の
盛
夏
を
た
が
え
ず
に　
　
　
　

宗
方　

清
明

七
月
や
海
底
に
藻
の
青
く
揺
れ
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

凡
庸
な
六
句
携
へ
句
座
の
汗　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

土
用
波
島
に
残
せ
し
父
思
ふ
　
　
　
　
　
　
肥
後
　
広
行

亡
き
母
の
編
み
し
手
籠
に
キ
ュ
ウ
リ
摘
む
　
大
堂　

正
弘

土
用
波
さ
り
し
海
辺
に
海
の
幸
　
　
　
　
　
大
堂　

早
苗

母
あ
ら
ば
褒
め
て
く
れ
た
ろ
梅
ま
っ
赤
　
　
二
階
堂
妙
子

夏
薊
野
路
の
片
辺
の
道
祖
神
　
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

雲
の
峰
一
人
生
ま
れ
て
一
人
死
す
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

新
太
鼓
高
く
響
く
や
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　
脇
田　

武
志

水
害
に
負
け
じ
と
祈
る
夏
の
夕
　
　
　
　
　
坂
口　

静
子

七
月
の
海
に
寄
せ
た
る
人
の
波
　
　
　
　
　
関　

佳
代
美

剥
き
出
し
の
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕
や
雲
の
峰
　
　
　
　
　
白
男
川
孝
仁

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
出
前
町
長
相
談
会

■
ど
こ
へ
行
く
に
も
交
通
手
段
が
不

便
で
あ
る
。ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
。

［
回
答
］
介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
取

り
入
れ
て
い
る
近
隣
市
町
村
を
参
考

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
車
両

や
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
な
ど
の
機
材
が
老

朽
化
し
て
い
る
の
で
、
新
し
い
も
の

を
導
入
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

［
回
答
］
事
務
局
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
来
年
度
の
予
算
で
対
応
す
る
。

■
病
気
や
火
事
に
な
っ
た
時
は
、
ど

こ
に
連
絡
す
れ
ば
良
い
か
慌
て
て
思

い
出
せ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
何
か

良
い
方
法
は
な
い
か
。

［
回
答
］
１
１
０
番
や
１
１
９
番
な

ど
の
緊
急
連
絡
先
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

検
討
す
る
。

■
町
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
検
診
を

行
っ
て
い
る
が
、
検
診
に
来
る
人
の

車
で
駐
車
場
は
、混
雑
し
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
送
迎
を
す
る
際
に
大
変
苦
慮

福
祉
の
充
実
し
た
町
づ
く
り
に
向
け
て

　

７
月
24
日
、
長
島
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
出

前
町
長
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
会
に
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
利
用
者
と
職
員
を
対
象

に
、
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
川
添
町
長
か
ら
「
町
社

会
福
祉
協
議
会
を
利
用
し
て
、
思
っ

て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
会
が
始
ま
る
と
、
参
加
者
か

ら
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
会
で
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
相
談
会
で
回
答
を

保
留
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
も
本

誌
を
も
っ
て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

し
て
い
る
。
他
の
場
所
で
の
検
診
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

［
回
答
］
検
診
は
町
民
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
趣
旨

に
沿
っ
て
、
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　

駐
車
場
が
混
雑
す
る
こ
と
も
あ
る

か
と
思
う
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
86
）
０
１
９
０

　

役
場
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

↑川添町長に福祉の相談をする森枝哲男さん（写真左）

芍
薬
の
咲
き
溢
れ
た
る
昼
の
庭
寂
し
き
吾
に
花
は
き
ら
め

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

百
日
を
書
く
こ
と
読
む
こ
と
も
な
く
過
ご
し
来
て
母
の
指

恋
ふ
わ
が
手
を
見
つ
め　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

満
ち
潮
に
き
ら
め
き
揺
る
る
舫
ひ
船
眺
め
ゐ
る
時
潮
の
引

く
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

父
逝
き
し
暑
き
長
夜
の
顕
ち
を
り
ぬ
耳
元
に
蚊
の
羽
音
聞

き
ゐ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

さ
つ
ま
芋
鉛
筆
ほ
ど
に
て
ま
の
あ
た
り
猪
皆
が
ら
喰
ひ
尽

く
し
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

ゆ
く
り
な
く
紙
上
に
旧
知
の
人
の
名
を
知
り
て
悼
み
ぬ
草

を
抜
き
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

庭
石
に
友
と
涼
め
ば
茜
空
飛
行
機
雲
の
北
へ
疾
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

デ
イ
ケ
ア
の
車
窓
に
見
へ
て
若
苗
の
風
に
な
び
け
る
棚
田

清
し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

命
終
の
朝
ま
で
揉
み
し
亡
夫
の
足
い
ま
ひ
と
り
寝
の
わ
が

足
を
も
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

　平成 27年度から活動した人権擁護委員の海江田美治さ
ん（西）が３年間の任期を満了し、鹿児島地方法務局長と
県人権擁護委員連合会会長から感謝状が贈呈されました。
　現在の人権擁護委員は次のとおりです。
桑原和誉さん（川床上）、桐野徹朗さん（蔵之元）、前田
益久さん（蔵之元）、下平隆康さん（矢堂）、福山眞人さ
ん（山中）

人権擁護委員に感謝状贈呈
↑
海
江
田
さ
ん
を
囲
む
人
権
擁
護
委
員
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